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お年寄りたちが 軟の味覚さつまいも鍍りに 保育園児たちを招いて世代を超えた交流をしました.
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年末の大型ごみ申し込みはお早めに

不周に怒った家具主主ど¢大型Eみの収集陰 電"で閉じ込んでください.

特に 年末は大型とみの取し込み件数が非常に多いため年内に収集でき

ない場合があります.申し込みじ主早めにお願いします。

【酎開1fl - ~・臼叫楠8時、午後川まで{閉山冷たる"'受Hl

何時M・1 闘につき 6点.で目加し込めます.
{注'"物観や自分で刈った‘草木など"箱や銭信どにまとめて〈どさい. 

. 電檎や錯覚灯，どの告書ごみは前般に合めません!

市し込み酬のごみほ帥できまぜん.

9 0 1 1 Iへ.l'網し溢ゐ】 環峰情勢鄭-a務所 (n7 1 
会S匂 次のところは謝祭A巾清貴公社 (宮33-$7821へ.

使節旭区{関原 .~主 人・・.'1:，.宣 侠川) 国民曾売開閉槍 例大1接近鉄ピル住宅
{主'''&iliJ陸.1，[11のうち?倒前問地鱒鍵!司.中量旋回‘(白一-Flll 盲S奪回地
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